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盤内の実体波， P 波及び S 波の変位ポテンシャルの分離表現を用いた波動伝播の数値解析法を提案し，これを用いて
弾性ないし粘弾性地盤，不整形境界を有する地盤などの波動伝播解析を行うとともに，地震観測結果と比較検討して，
堆積層表面波の特性を明らかにしている。得られた成果を要約すると次のようになる D
(1 )P 波及び S 波の変位ポテンシャルの分離表現を示し，差分法を用いて媒質中をそれぞれの速度で伝播させる数値
解析法を提示するとともに，波動伝播挙動を視覚的に表現している。
(2) 粘弾性地盤における減衰評価について検討し P 波， SV 波， SH 波， Rayleigh 波などに対する減衰性状を明らか
にしている。
(3) 不整形境界を有する堆積地盤の動特性について解析し堆積層表面波生成過程及び伝播特性を明らかにしている。
(4) 大阪平野の地層モデルを実測に基づいて設定し平野内での地震観測結果と解析結果とを対比させ，良い一致が得
られることを示すとともに，盆地地形における堆積層表面波の後続波(あとゆれ)の性状を具体的に示している。
以上のように，本論文は堆積平野の地震動特性について明らかにしており，多くの大都市が立地する堆積平野におけ
る建築物等の耐震設計のための入力地震動の想定に貴重な資料を与えるもので，地震工学・耐震工学に寄与するところ
が大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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